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関連した著書に『映画から世界を読む』（京都大学学術出版会、2015年）、 編著書にFilm in 
Contemporary Southeast Asia: Cultural Interpretation and Social Intervention（Routledge, 
2012）がある。混成アジア映画研究会代表。
西 芳実（にし よしみ）
京都大学東南アジア地域研究研究所准教授。インドネシアを中心に多言語・多宗教地域の紛争・
災害対応過程を研究。主著は『災害復興で内戦を乗り越える──2004年スマトラ島沖地震・津波
とアチェ紛争』（京都大学学術出版会、2014年）。映画関連では「信仰と共生──バリ島爆弾テロ事
件以降のインドネシアの自画像」や「世界にさらされる小さな英雄たち」（共に『地域研究』13（2）、
2013年）。映画で東南アジア社会の課題共有をはかるシネアドボ・ワークショップにも取り組む。
平松 秀樹（ひらまつ ひでき）
京都大学東南アジア地域研究研究所連携准教授。京都大学文学部卒、チュラーロンコーン大学
大学院比較文学科修士課程修了、博士（文学、大阪大学）。専門は、タイ文学・文化、日タイ比較
文学・比較文化、タイ地域研究。タイ国仏教教理三級国家試験（ナックタム・トゥリー）合格。仏
教およびジェンダーの観点からみた比較文学・文化研究に関心がある。共著に『東南アジアのポ
ピュラーカルチャー』（福岡まどか・福岡正太編、スタイルノート、2018年）など。
